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■■単位団紹介■■

『万 葉 の 里 太 鼓 少 年 団 』

今同 は、児玉 郡 美里 町で活動 してい る 「万葉 の里太

鼓 少 年団一 を訪 問 しました=

埼玉 県内 で活動 してい る少年 団 として唯一 の太鼓 の

演奏 をとお して 、人 とのつ なが り、 また伝統芸能 を伝

承 してい く、珍 しい少年団 です(全 国で も、太鼓 を演

奏 して活動 してい る団体 は数 多 くあ ります が 、少年 団

活動 として の団 はわずかで す),

秋 山先生 を中心 に指導 者 の方7名 、団員 は小学1年

生 か ら中学2年 生 まで26名 で活動 してい ます,毎 月 第

1・3・5土 曜 口の午前 中に練習 を続 け てい ます=

活動 場所 は通常 、美里 町 町民武 道館 を使 用 し、太鼓

は町 所有の立 派 な太鼓 を借 用 して い ます=

低学 年の 小 さな体で 、高学 年の お 兄 さん お姉 さんた

ち と一緒 に、踊 りながら大 きな太鼓 をリズ ムよ く打 ち

鳴 ら します 演奏 の途 巾の 掛 け声 な ど先生 が声 を大 き

く、揆 を持 った手 を高 く上 げるな ど一生懸 命練習 して

い ます.

取 材 日(10月23日)は 、 翌 日10月24日(日 曜 日)

本庄 市 で行わ れ る1本 庄 早稲 出の杜 まちび らきフェス

タ」 の イベ ン トで 美 里町代 表 で演奏 す る との ことで 、

真剣 な リハー サルが行 われて い ました.演 奏 前 の太鼓

の周 りで 、[ノ1つ足の位置 、掛 け声 の大 き さなど先 生 、指

導者 そ してお母 さん方(笛 を演 奏する〉 ともど も真剣

に練 習 してい ました,

今年 度は、町 の イベ ン ト、 まつ り、学校 、老 人 ホー

ム等 いろいろ な所で発 表 をして きました=民 族 歌舞団
一荒 田座 」

との 交流 もあ ります 。

今回 の取材 で 、太鼓 の演奏 は 体の全 身 を使 い、踊 る、

太鼓 をたた く、 声を1申「す、そ して何事 も礼儀(先 生 の

話 、注意 などは正 座 をす る)を 重 ん じてい る ことな ど

は、 日本 古 来の武 道の精 神 と同 じである と思 いま した=

今後 も、地域 の伝統芸 能 を とお して 、子 ど もを育て 、

人 との つな が りを大 き くして い って 岬,一,

ほ しい と思 い ます,秋 山先 生ほ か保

護者の方、貴重な練習の時 間の取材

協力 ありがとうこぎい ました. 熱

平成22年 度 ポカ リスエ ッ ト ・ジ ュニア スポー ツセミナー

平 成22年7月17日(土)白 岡 町 コ ミ ュニ テ ィセ ン タ ー

スポ ーツ少年 団指導者 の 資質向上 と単位 スポ ーツ少

年 団 活動の活 性化 を図 り、子 ど もたちに とって望 まし

い スポ ー ツ環境 を整 える た め に、指 導者 ・育成母 集

団 ・保護者 な どを対 象 に した セ ミナーが 、 日本体育 協

会 オ フィシ ャルパ ー トナ ーで ある大塚 製薬株 式会社 の

特 別協賛 を得て7月17日 、臼岡町 で開催 され ました.

1,1子 ど もの スポ ーツ活動 中の 水 分補給1石 渡 貴之氏

(立教 大 学コ ミュニテ ィ福祉学 部 スポ ー ツウェ ルネ

ス学 科准教授)

2,1子 ど もの 口∫能 性 を求 めて/三 屋裕子氏

(元全 日本バ レーボール選手)

お二 入の講師 による講 演が 行 われ 、子 ど もたちに と

って 望 ま しい スポーツ環境 を整 えるた めに、スポ ーツ

活動 と水 分補 給 に関す る問題 や、親子 でのスポ ーツ体

験 フ.ログ ラム や、親 了・でのふ れ あい、体を動 かす こ と

の楽 しさをわ か りゃす く、楽 し く講演 を して いた だ き

ました、

参加 してい た だい た方 々は、それ ぞれの単 位団 、 ま

たご家 庭での 子 ども とのふれ あいに少 しで も役立 てて

いた だけ るもの と思い ます、

会場 を提供 、 運営 、準 備等 にご協 力 を して いただい

た白 岡町 スポ ー ツ少年 団(野 口英夫本部 長)お よ び関

係の 方 々あ りが とうご ざい ま した,


